
344

Ⅳ
保
護
上
重
要
な
動
物

選定理由 
 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
生息環境 
 
 
現　　状 

カスミサンショウウオ 
本県の個体群は，西九州･北九州の個体群よりやや大型の傾向が見ら

れる。近年，都市化の影響で生息域が狭められ，絶滅が懸念される。 

 

 

宇佐市，豊後高田市の一部 

 

 

本州(近畿･中国地方),四国,九州(福岡･佐賀･長崎･熊本･大分･鹿児島) 

 

 

沿岸近くの低地や谷間の水田･湿地などの止水域。 

 

 

宅地造成，道路工事，水田の圃場整備などの増大で生息地が減少し，

個体数も少なくなっている。 

サンショウウオ目 
CAUDATA 
サンショウウオ科 
Hynobiidae

 

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

準 
掲載なし 

Hynobius nebulosus Temmnick et Schlegel

選定理由 
 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
 
生息環境 
 
 
現　　状 

トノサマガエル 
都市化による水田の消滅，休耕田の増加，農薬による水質の悪化など

で個体数が減少している所が多く，生息地の消滅が懸念される。 

 

 

中津市，宇佐市，宇佐郡，豊後高田市，東国東郡，速見郡，大分郡，

日田市，日田郡，玖珠郡，竹田市，大野郡，直入郡 

 

本州(関東地方から仙台平野を除いた地域),四国,九州(福岡･佐賀･長崎･

熊本･大分･宮崎･鹿児島) 

韓国,中国 

 

水田･池沼やその周辺。 

 

 

県内全域の水田やその周辺域に生息していたが，1960年ごろから，

個体数が激減し，その傾向は現在も続いている。 

カエル目 
SALIENTIA 
アカガエル科 
Ranidae

 

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

II 
掲載なし 

Rana nigromaculata Hallowell

選定理由 
 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
生息環境 
 
 
現　　状 

ニホンヒキガエル 
生息域はかなり広いが，開発・汚染の進行している平地・山間地域など

では，個体数が激減し，平地から山間部へと生息域が移行している。 

 

 

県内全域 

 

 

本州(近畿･中国地方),四国,九州(福岡･佐賀･長崎･熊本･大分･宮崎･鹿

児島) 

 

生息域は海岸から1,000ｍくらいの高地の藪，林，森など。 

 

 

都市化によって，生息地の消滅や汚染がみられ，目視できなくなった

所が多くみられる。 

カエル目 
SALIENTIA 
ヒキガエル科 
Bufonidae

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

 

準 
掲載なし 

Bufo japonicus japonicus
Temmnick et Schlegel 




